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第２２回南幌町議会まちづくり特別委員会会議録 

（R7.2.20 9：30～12：02） 

 

局長  ただいまより第２２回南幌町議会まちづくり特別委員会を始めてまいりま

す。開会に当たりまして、西股委員長から御挨拶をお願いいたします。 

西股委員長  おはようございます。若干早いんですけれども、始めさせていただき

たいと思います。だんだん入替戦の時期が迫っておりまして、２年のまとめという部

分でこれからいろいろ各委員会も進んでいっていただきたいなというように思って

おります。本日については、協議事項で５件と、報告事項は各委員会からということ

で進めてまいりますので、御協力のほうよろしくお願いいたします。 

本特別委員会は本日１日間の日程で行います。委員各位に申し上げます。発言を行

う場合には挙手をして、委員長の許可を得てから発言をしてください。質問は要点を

簡潔明瞭に発言してください。また、私語は慎むようお願いいたします。なお、効率

的な議事の運営に努めてまいりますので、委員各位におきましても御協力をお願いい

たします。傍聴者にお願いいたします。私語や談笑などを慎み、本委員会の運営に支

障を来さぬよう傍聴規則を遵守し傍聴されますようお願いいたします。 

本日の出席人員は１０名です。なお、議長も出席していただいております。直ちに

会議を開会いたします。 

 

【報告事項】 

西股委員長  それでは１番目、各常任委員会の協議結果について報告をお願いい

たします。総務からお願いします。 

熊木委員  総務常任委員会の報告をいたします。２月は、２月４日と２月１４日

に委員会を開催しています。２月４日については、中間報告について協議していま

す。それから、教育委員会のほうに配置されたＩＣＴ支援員の本間さんに来てもら

って懇談をしました。それから、今後の委員会についても協議しました。また、４

点目の中で、エネオスの交差点の標識がわかりづらいという声が議会報告懇談会の

中とか、個人的にもいろいろ聞いていて、それを今までも総務委員会として担当課

と話をしてきたけれども、なかなか標識をつくると高額だということで、できない

というような話だったんです。それを係長がインターネットで見つけた標識の絵を

見せてくれて、それをもとに話をして、委員会が終了してから担当課にみんなで出

向いて行って話をしてきました。その結果が、次の２月１４日の開催の委員会の時

に報告されました。 

２月１４日は、中間報告をいろいろ修正して、皆さんから良い意見を出してもら

って、修正してつくり上げていっています。それから、１月２９日の全員協議会で

説明された、南幌町地域福祉計画素案、それから南幌町子ども子育て支援事業計画

第３期素案について、総務に関係あるということでもう少し意見を出し合ったらど

うかという意見が２月４日に出されたので、それについても協議しました。今まと

めて担当課に文書で反映させていきたいと考えています。それから、そのエネオス
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交差点については担当課長からお話があって、今雪がある状態なので、大きな青看

板はつくれないんだけれども、何らかの形でもう少し何とかできるかなというとこ

ろで、住民課と都市整備課で協議をして、夏以降には設置できるような形で進めて

いきたいという報告がありました。これは元々加藤委員が予算委員会の中で一度質

問して、そこから少しずつ、もう何年かかかったんですけれども、今一歩、二歩も

踏み出したというところでは良かったなと思っています。あとは今後の所管調査に

ついて、病院院長との懇談が残っていますので、それをできれば３月中にやりたい

なと思っているんですが、現在日程調整しているところです。もう一つ、冬の通学

路の調査をしていこうということも話し合われていたんですけども、ちょっと時間

がなくなって、次年度に申し送りをするということに決めました。以上です。 

西股委員長  今総務の関係があったのですが、何か質問等ありますか。（なしの

声） 

なければ、産経のほうお願いします。 

石川委員  産業経済常任委員会では、先日の１３日に委員会を行いました。その

中で話し合われたこととしましては、１点目は中間報告についてです。先に中間報

告として出してはいたんですけれども、その形式を変えた中でもう少し具体的な形

でということで、文章的な形の書類をつくり、それを皆さんに諮ったところであり

ました。項目としましては、生活交通、それから産業として農業、商業、工業、観

光といった形、それから生活環境ということで、ポイントを絞った中での意見とし

て整理し、それを皆さんから御意見をいただいた形でありました。再度整理した中

で皆さんに諮っていこうと考えております。それから次に、来年度の調査事項とス

ケジュールということで、来年度メンバーが変わる可能性もあるんですけれども、

今の段階でどういうふうな形で来年度以降やっていくかということで皆さんから意

見が出されまして、大体８項目ほどピックアップされ、それをある程度４月から来

年３月までの間にどのような形にするかというスケジュール表をつくった中で、確

認したところでありました。ポイントとしましては、路線バス減便に対してのあい

るーとの運行状況を調べるだとか、商工会の工業部会との懇談会を行うと。あとは

地域おこし協力隊の調査検証、キャンプ場の先進地視察など、そういったことを行

う予定で考えております。そのほかに、過日１月に行きました南幌温泉のリニュー

アル前の視察及び、その後南幌温泉を利用しての感想ということで、それについて

の感想を皆さんから聞きました。ポイントとしましては、改修工事に対してのお話

が昨日も少し出ていましたけども、専用サウナのタイルのつなぎ目が不十分だと

か、児童休憩所のロフトの階段が滑りやすく危険だということなどの意見、あとは

脱衣場や専用サウナに関しましても、大浴場から着替えをして専用サウナに行くの

が不評であるとか、あとはサウナの利用者目標数をどのように捉えているのか、不

採算施設にはならないのかというような形の心配する御意見もありました。そうい

ったことで、皆さんからいろいろ意見を出したことは担当課のほうに伝えてきたと

ころでございます。あとはお知らせとしましては、これは全議員にもお知らせがい

ったかと思いますけれども、地域クラウド交流会というのが来月の１日に行われま

して、それに対して皆さんに参加をしていただくということで御案内などを行った
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ところでありました。産経といたしましては以上です。 

西股委員長  産経のほうで、何か質問はありますか。（なしの声） 

なければ議運のほうお願いします。 

佐藤委員  議会運営委員会を２月５日と２月２６日に開催いたしました。内容と

しましては、中間報告の確認としゃべり場の開催場所についての話し合いをしまし

た。しゃべり場の開催場所について、従来あいくるで行っておりますが、ビューロ

ーはどうかという御意見もあったんですけれども、まだ２回しかやっていないとい

うこともあって、今期はあいくるで実施するという話になりました。それと、評価

提言者会議に向けての評価シートのまとめをいたしました。本日後ほど評価シート

に向けて協議いたしますので、そこのところで皆さんの御意見をお聞きしたいと思

っております。以上です 

西股委員長  議運の関係について何か質問はありますか。（なしの声） 

なければ広報委員会お願いします。 

細川委員  ２月１４日に特別委員会を開催しまして、議会報告懇談会の資料につ

いて協議しております。本日こちらにお配りした中に、今これからありますので、

その時に説明したいと思います。また、二十歳のアンケートの結果について情報共

有ということで、結果について確認をしております。続いて、議会広報特別委員会

の中間報告についてということで、内容のほうを検討しております。それから議会

に関する町民アンケートのまとめについてということで、こちらのほうも総括した

内容で検討し、協議しております。続いて、子育て世代と女性議員との懇談会の開

催についてということで協議したんですが、その中で、委員会としては現在しゃべ

り場を実施しているので、その状況をみながら開催をするかどうかこれから判断す

るということで協議しております。以上です。 

西股委員長  広報の関係で、御質問はありませんか。（なしの声） 

それでは協議事項のほうに移ります。 

 

【協議事項】 

（１）議会ハラスメント防止条例の制定について 

西股委員長  協議事項の１番目、議会ハラスメント条例の制定についてでござい

ます。この関係は昨日の連絡会議におきまして協議しております。それで、まず前

回も話していたのですが、条例にするか要綱にするかという部分もあったんです

が、その辺をやるに当たりまして、若干条例案のほうで修正しなければならないと

ころが出てきたという部分がありますので、今回制定に向けてうんぬんということ

よりも、修正後に３月のまち特の中で正式なものを出して、方向性を示していきた

いというような考え方で昨日終えているんですが、この関係について何かあります

でしょうか。 

修正を予定している箇所については、ハラスメントが認められた時の事実関係の

調査を行うところなんですが、議員が５名でやるというような記載にしていて、そ

れで審査会をやると言っているんですが、その部分を一部やはり有識者なりを入れ

るというような方向のほうがいいんじゃないかということで協議しまして、そうい
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う方向にするというのがまず第一になってまいります。そういうふうになると、昨

日の今日でちょっと間に合わなかったというのもあるので、ここらを修正しながら

やっていこうと。外部からこの委員を配置するということになると、それに伴う経

費がかかる可能性もあるということもありまして、そこらも全部調べた上できちん

とした内容で次回出せるようにしていきたいというように思っておりますので、こ

れはこれで進めるということでひとつよろしくお願いしたいと思うんですが、いか

がでしょうか。（はいの声） 

それでは、そのような方向で進めるということでお願いいたします。 

 

（２）ペーパーレス会議の実施について 

西股委員長  それでは協議事項の２番目、ペーパーレス会議の実施についてで

す。当初は３月の定例会から行おうかということで話をしていたんですが、町のほ

うでちょっと間に合わないという部分がありまして、６月からの定例会で実施して

いこうということで提案されております。その前に、事前に各常任委員会等でこの

ペーパーレスをやったらどうなのかということで昨日協議しております。それで、

ペーパーレスについては最初に広報委員会が３月に行われるという部分で、３月か

らその分はやるだろうということになりまして、ほかの常任委員会等については４

月１日からと進めようということで昨日話がまとまったんですが、そういうことで

皆さんからの御意見を聞きたいと思います。いかがですか。 

高橋委員  では、今回の定例会では持込みしないでやるということですよね。 

西股委員長  そうです。 

ほかに何か質問ありますか。（なしの声） 

なければ、今言ったように定例会については６月からと。そして委員会が先んじ

てやっていくという部分については、３月の広報委員会から始まり、そして常任委

員会については４月１日から始めていくというような形で進めるということでよろ

しくお願いしたいと思います。 

 

（３）議会報告懇談会について 

西股委員長  続きまして、３番目の議会報告懇談会についてです。広報委員長の

ほうからお願いします。 

細川委員  それでは議会報告懇談会について説明いたします。御手元の資料を見

ていただきたいと思います。まず表紙の部分は、例年と同じようにつけてありま

す。開会の挨拶が始まりましたら、議長の主催者挨拶を行って、委員会報告、その

次に懇談会ということになっていますが、この委員会報告の前になりますが、ここ

で一度進め方の説明をしたいと思っています。懇談会が終わりましたら意見等の発

表をし、講評と挨拶ということで例年どおり進めていきたいんですけれども、前回

もちょっとあったんですけども、参加者が１０名以下の場合は会場を分けないので

その時は講評がなくなることもあります。 

それでは次に、資料のほうの説明をしたいと思います。２月２４日付ということ

で、まず議会の動きにつきましては、各委員会のほうから上げていただいたものを
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こちらに掲載しております。それで委員会の説明なんですけれども、各委員会のほ

うで説明者を決めていただいて報告という形を取っていただきたいと思います。一

応書類のほうは全部読みませんけれども、こちらのほうでもし違うというところが

あったら連絡いただきたいと思います。そして次にもう１点、南幌町の新たな事業

等の情報ということでこちらの案をつくったんですけれども、これにつきましては

委員会に振らないで、私のほうから一括説明したいと思います。あまり細かいこと

は説明しないで、こちらに記載されていますので、大まかなことを説明して、なる

べく時間短縮を図っていきたいというふうに考えています。まず１点目がスマート

窓口の実施ということで、こちらのほうは２月３日から既にもう始まっていること

なんですけれども、これは住民周知ということもありまして、こちらの説明をする

ということにしています。それから新年度事業情報の提供ということで、前回全員

協議会で出されたものをピックアップしまして、高等学校等通学補助事業の拡充に

ついて、学校給食費助成事業の拡充について、出産時タクシー利用補助事業の新規

事業ということでこちらを載せて、あとは新規の帯状疱疹ワクチン接種料の助成事

業のことも説明したいと思っています。それから裏のほうになりますけれども、高

齢者安否確認システム導入事業が新規事業、ふるさと就職祝金支給事業も新規事業

ということで、こちらのほうを説明したいと思っています。こちらも要約して、簡

単に説明したいと思っています。その他の事業等の情報ということで、道央圏連絡

道路が３月１５日午後４時に開通しますので、こちらのほうを掲載しております。

それから旧南幌高校についてということで、北海道教育委員会で入札等を行った経

過を簡単に説明したいということで、これだけ載せております。 

それからもう１枚懇談会の関係で、２枚の資料で懇談会と書いた資料があるんで

すけれども、先ほど簡単にお話ししましたが、開会は副議長が司会進行ということ

で、例年どおりお願いしたいと思います。主催者挨拶は議長、それから３番目の委

員会報告なんですけれども、先ほど説明しましたが議運、総務、産経、まち特、広

報特別委員会の順に各委員会から報告をお願いしたいと思います。次に、南幌町の

新たな事業等の情報は細川が説明ということでいきたいと思います。懇談会の進め

方の説明ですけれども、懇談会は参加者が１０名以上の場合は分散型として２班に

分けて懇談します。班分けは当日の受付順で、１班は奇数の人、２班は偶数の人と

して、事務局から発表していただきます。次に移動なんですけれども、移動に当た

っては１班、２班とも２０人以下の場合はあいくるホールで２班に分けて、同じ部

屋で行います。ただし参加者が２０名以上になった場合は、２班は会場を２階に移

っていただく形を考えております。次に６番目の懇談会なんですけれども、大体１

時間３０分程度で、途中１０分程度の休憩を入れながら進めていきたいと考えてい

ます。それから移動を行っていただいて、各班からの発表なんですけれども、これ

については２班に分かれた場合になります。もし１班しかない場合は、発表はなく

なります。それから９番の講評・挨拶ということで、議長からお願いしたいと思い

ます。そのあと副議長の閉会の締めで終わりとさせていただきたいと思います。次

のページの役割分担の再確認なんですけれども、以前と変わっておりません。班割

りにつきましては、１班熊木議員、高橋議員、それから私で、座長は熊木議員で、
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副座長は高橋議員となっています。２班については石川議員が座長で、星議員が副

座長、そして西股副議長がつくという形になっています。記録・発表なんですけれ

ども、１班が湯本議員と家塚議員で、発表者は湯本議員にお願いしたいと思いま

す。２班につきましては、加藤議員が発表者で、佐藤議員がつきます。それから前

回も同じなんですけども、町職員がもし来られた場合は傍聴者とするということ

で、別席を設けるという形を取ります。そして町の職員には決して話を振って質問

の回答をさせないようにお願いしたいと思います。それから閉会後、議会報告懇談

会のアンケート、前回と同じものになるんですけれども、先に配ったものを回収す

るということで事務局のほうにお願いしたいと思います。備品一覧表のほうはこち

らに載っていますけども、今回会場でマイクを使うということで、マイクを２本用

意しまして、一応最初の説明等は全てマイクを使うと。２班に分かれて懇談になっ

てからは、マイクは使わないという形で考えています。ただし、人数が少なくて１

会場のみになった場合は、マイクをそのまま継続して使うという考え方になってお

ります。裏には会場図の案があるんですけれども、もし１０名以上であればあいく

るホールをこういうふうに仕切りをつけて２つに分けて、２０名以上の場合は２班

は２階に移っていただくという考え方をしていますので、よろしくお願いしたいと

思います。 

なお、当日なんですけれども、集合時間が今回ちょっと変則的になる可能性があ

るので、当日１３時１５分までに集合をお願いしたいと思います。以上です。 

西股委員長  今説明があったわけなんですけれども、質問のある方はいません

か。（なしの声） 

私のほうから１点だけなんですけれども、１会場になった場合にマイク２本でや

るということで、町民から質問が出た時のマイク係を誰にどうするかというのはき

ちんと後から決めておいてください。 

細川委員  できれば事務局でお願いしたいと思うんですけど、事務局のほうでで

きそうですか。 

（暫時休憩） 

 

細川委員  では事務局のほうでお願いします。それと、ここに書いていないんで

すけれども、今回役割分担で、記録・発表の方につきましては記入の用紙を用意し

ていますので、当日渡しますのでそれを使いながら控えていただいて、まとめてい

ただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

西股委員長  ということですが、議長のほうから何かありますか。（なしの声） 

ではそういうことで進めますので、よろしくお願いいたします。 

 

（４）議会マニフェストについて 

西股委員長  それでは続きまして、マニフェストの件です。副委員長から説明を

お願いします。 

家塚委員  皆さんの御手元に議会のマニフェストについて資料をお配りしている

かと思いますが、これは基本的に５月の議会だよりに、このマニフェスト公約、具
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体的な取組は載せませんが、上段部分を議会だよりに掲載をして、町民に周知を図

っていきます。それで、このマニフェストについては御承知のとおり、小会議を９

月につくって、それから７回会議体を開いています。具体的な方向性から改革項

目、重点項目、具体的な取組ということでそれぞれ記載をさせていただいています

が、議会内でできる部分については当然やっていくのですが、身近な議会の中に、

主権者教育の推進ということであります。これについては学校の協力も当然必要に

なってきますが、そのようなことから前回ちょっと報告をさせていただきました

が、学校の教頭・校長会でお話をさせていただいて、小学校の今の５年生が持ち上

がりということもあるんですが、５年生の先生にこちらのほうから話をしていただ

くと、ぜひやってみたいということで、学校のほうの協力も得られたという状況に

なっています。 

それとあわせて、先般２月６日になりますが、道内でも先進的な取組をしている

登別市議会に視察をしてきました。ただ、登別市もこの主権者教育を始めて３年と

いうことで、まだ全体の評価はできていないという状況ですが、それなりの成果も

出ていると。その中で少し思ったのは、議会のほうで市内の小学校、中学校、高校

にアナウンスをしているのですが、それを聞いた生徒なりが突如来て、議事堂を見

てくださいという生徒もおられるということで、少しずつ児童生徒に浸透してきて

いるのかなという感じも受けました。 

一応３月に制定をするのですが、条例だとかそういうものと違って本議会でやる

というものではありませんが、一応３月に制定をするということで今進めておりま

す。考え方は既にもう昨年から作業を進めて、出来上がったのは３月ですが、その

前からもうできているという認識でも構わないのかなということで思っています。 

それと、今回２年の各常任委員会の任期が終わって、構成メンバーが新たになり

ます。そういう中で、当然情報発信も含めてそれぞれの取組が出てきますが、主権

者教育の点を取ると、どこでやっていくのか。これからやるところの委員会を決め

る必要が出てくるのかなというように思っています。あとは下に議会としての課題

が５点ほど書いてありますが、これは昨年、一昨年からも取組をしている部分もあ

りますが、まだきちんと方向性が定まっていない部分もありますので、残り２年間

の中でこの辺も引き続き取組を進めていくという考え方でございます。少し雑駁に

なりましたが、私のほうから以上で説明を終わらせていただきます。 

西股委員長  ３月の中でこれが成立するように今予定を組んで進めるということ

になっております。マニフェストの小委員会につきましてはそこで一応活動を解散

というような形で進めていきたいと思っております。先ほど言ったように、ここに

出ている重点項目について、どこがどういうふうに取り組んでいくのかという部分

を皆さんと協議していきたいなというように思います。そのような流れなんです

が、これについて何か御質問等ありますか。 

高橋委員  主権者教育をやっているところで、何かその結果みたいなものが出て

きたと先ほどおっしゃっていたんですけど、具体的にどのような形で結果みたいな

ものが見えてきたのかというのは何かあるんでしょうか。 

家塚委員  先ほど話したように、全体の評価、議会としての評価はこれからなん
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です。ただ、先ほど申し上げたのは、毎年主権者教育、出前講座的なものを開催し

て、子どもたちに議会に来てくださいというお話を今でもしているんです。その中

で、昨年あたりは突如子どもたちが議会事務局に来て、議場を見せてくださいとい

うことで見せたこともあって、少しずつそういうアナウンスが子どもたちに伝わっ

ているのかなと。また、子どもたちも身近に感じて行ってみようかということで行

動を起こしたという紹介もありましたので、そういうことも私どももお聞きしたの

で、やはりアナウンスは大事なんだなという気持ちもありますし、今まで３年間や

った出前講座の中で、子どもたちに根づいてきているのかなという感じも受けまし

た。これが状況です。 

西股委員長  まだ２、３年の話なので、ただやはり受講した人たちは、またどん

どん下のほうにもつながってきて、議場を見たいだとかという声が聞こえてくるの

であれば、それが一つの良い結果につながってきているのかなというふうに思いま

す。それにプラスアルファで今度いろんなことを主権者教育の中で、出前講座だけ

でないものをやはり考えていかなければならないという部分も、あわせてバトンタ

ッチした段階ではやっていくというような形になろうかと思います。そういういろ

んなものの情報を提供するという用意はできております。 

側瀬議長  今のことは北海道だけだから、内地府県はもっと前に進んでいるの

で。逆に自分で調べたらいろんなものが出てくるから。 

西股委員長  去年議長が行った柴田町議会も、中学生を対象に出前講座でやって

いるだとか、今考えている部分では、佐賀県のほうの学校もちょっと取り組んでい

る部分もあるので、いろんな形をやはり見ていったらいいと思います。 

側瀬議長  どこに行ってもそんなにきちんとした効果というのは出ていないけ

ど、大学のある所は効果が出ているみたいで、大学生はやはりもう大人だから、選

挙権を持っている人ばかりだから。その中で行動というのが出てきて、今うちがや

ろうとしているのは本当に小学校、中学校のこれからという形の中で、これは効果

が出る、出ないというのはなかなか出てこないと思うんだけど、やはりもうその中

から高校生以上がこのことで選挙に行こうとか、そういうことになるようなとこを

ちょっと探したらいいんじゃない。 

西股委員長  ということでございますので、目標に向かってこれから南幌町も動

き出すということですので。 

熊木委員  ちょっと新聞記事持ってこなかったのですが、皆さん北海道新聞で見

たと思います。夕張で先日小学生が理事者側と質問する側でやって、そこに議員の

アドバイスもあったということです。だからいろんな取組が各地で行われていて、

その一つに限らないというか、そういうので研究しながらやっていく第一歩で、小

委員会を７回もやられて今つくり上げてきているということで、ぜひこの次はいろ

いろやっていければいいなと感じました。 

西股委員長  自分で調べるのであれば、インターネットの中でいろんな所の取組

がありますけれども、町村議長会の中でこういう主権者教育の部分もありますか

ら、それを見ていってもいいのかなというふうに思います。その中でいい所があれ

ばどんどんみんなで出していけばいいかなというふうに思いますので。 
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側瀬議長  夕張もいいけど、岩見沢もいいので。岩見沢のほうが少し年齢が高い

形でやっているから、もう今始まりだけど、夕張は子どもたちだけだから。あれも

本当は市長が答えるようにしたらもっと中身が濃いんじゃないかなと。悪くはない

んだけど。 

西股委員長  議員がサポートして質疑に当たるというやり方が夕張だったんです

よね。 

側瀬議長  うちの町もずっと過去にはやったから。それがただ続いていないだけ

で。 

西股委員長  それが今度は継続的にできるようになればいいかなというふうに思

います。ほかに何か御意見等あればお願いしますが、よろしいですか。（はいの声） 

 

（５）評価提言者会議に向けた評価シート 

西股委員長  協議事項の５番目、では続いて、評価シートについてお願いいたし

ます。 

佐藤委員  私のほうからは、評価シートのお話をさせていただきたいと思いま

す。今期また皆さんにシートを出していただきました。このシートをもとに、３月

２５日の提言者会議を進めていきたいと思っております。そこで、今回この主要評

価項目に基づいて進めていきたいと思っております。内容的に補足説明が必要なも

のや気になった部分など、また今後どのように進めていくかなど、皆さんの忌憚の

ない御意見をお聞きしたいと思っております。 

それでは最初に、評価提言者のシートのほうから行います。この赤色と黄色なん

ですけれども、黄色のほうは皆さんから出していただいた御意見です。赤いほうは

それをまとめたものです。まず、主要評価項目の情報共有です。６番まであるんで

すけれど、この中で内容的にここはどういう意味なんだろうかとか、ここの部分は

こういうふうにやっているんじゃないだろうかとか、どういう御意見でもよろしい

ですので皆さんに出していただきたいと思うんですけれども、どうでしょうか。 

家塚委員  こちらの黄色の部分が提言者の皆さんからいただいた分ですよね。こ

の赤の見え消しで消してある部分は、その説明がちょっとなかったのでお願いしま

す。 

佐藤委員長  この赤の部分は、内容的に同じような内容とか、もう現在やってい

るとか、そういう部分で同じような内容はまとめて赤色のほうにさせていただきま

した。重複するという形ですね。内容的に、横文字のちょっとわからないような部

分もあると思うんですけれども、そこの部分は評価提言者会議の中で、議員の中か

らこれはどういうことですかとか、そういう形でお聞きするということもできると

は思います。では、情報共有の中ではよろしいでしょうか。 

細川委員  提言者の評価の課題のところで、１番目の下のほうに、広報編集校正

の会議は公開しても良いと思いますと書いているんですけど、公開をしてるつもり

なんですが、案内を出しているのは提言者だけですかね。 

議事係長  広報の編集過程は公表していないです。広報委員会の議会だよりをつ

くる以外の広報委員会は連絡しています。 
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細川委員  では、あわせてやってしまっているから一緒に校正のところも聞いて

いる人もいるけど、たまたまということですね。わかりました。 

佐藤委員  ほかになければ、次に進んでよろしいでしょうか。（はいの声） 

それでは住民参加です。住民参加のほうは４項目ありますが、内容はいかがでし

ょうか。この４番目の、町民の意見聴取、意見反映のところで、疑似的な子ども議

会などのイベント開催と書いてあるんですけれども、これは皆さんどのように捉え

られますでしょうか。 

西股委員長  これは今言った主権者教育ですよね。 

佐藤委員  はい。そういう形で、あとほかにございますか。 

西股委員長  提言者の方から言われている部分というのは、これをどうのこうの

という話ではなくて、今後どういうふうに議会としてやっていくのかと。各委員会

に分けて、そしてどのように取り扱うかということを進めるようにしていかなけれ

ばならないのかなというふうに思います。内容的に上がった文章で、ここで赤の枠

のところはそのまま受け止めてもいいのかなというふうには私個人的には思います

ので、その辺を皆さんから意見を聞いてください。 

佐藤委員  今そのような御意見がございました。そういう部分で、提言者から出

されたものに対してこのようにしたほうがいいのではないかという御意見がありま

したら、今後各常任委員会の中でも一つの問題として取上げていただくということ

もいいのではないかなというふうには思っております。では、住民参加のほうはよ

ろしいですか。（はいの声） 

それでは、議会機能強化です。これは１２項目あります。一般質問、議員間討

議、委員会の充実、議会の評価、外部評価、政策提言、政策提案等たくさんござい

ますけれども、皆さんのほうからこの意見に関してはこのように感じるとか、この

ように進めていったらどうですかという御意見がありますでしょうか。 

湯本委員  先ほど議長のほうからも出たんですけど、評価提言者の方々が出して

いただいたものに対しては、ここで整理をさせていただいたということで、まず御

確認をいただくというのでいいのではないかというふうに思います。それが黄色部

分のところでうまくまとまりきれていないものとか落ちているものがあれば御意見

をいただいて、あとは出されたものについては然るべき各部署なりで議論していく

ということになりますので、これまでということにはならないかなと思います。 

佐藤委員  そうですね。先ほど委員長言われたように、出された意見に対してそ

れを完遂するために、このようなことをしたらどうでしょうかとか、そういう意見

があれば出していただきたいと思います。この意見に対してどうのこうのというこ

とはないと思うんですけれども、あとはよろしいですか。（はいの声） 

それでは、評価提言者の評価シートのほうは一応このような形で終わらせていただ

きたいと思います。 

側瀬議長  これは議運全体で揉んでいるから。そこで出た答えがこれなので、あ

とは議運に参加されていない議員の皆さん方の疑問点とか、違うんじゃないかとい

うものがあれば出してもらえば結構だと思うんだけど。これから議会のものが出て

くるので、これはちょっと個々に意味不明な部分もあるので、それでいいかどうか



 １１

というのは精査してもらえばいいんじゃないのかなと。 

佐藤委員  それでは、議員評価のほうのシートに移らせていただきたいと思いま

す。議員評価のほうは、たくさんいろんな御意見を出していただきました。その中

でまとめさせていただいたんですけれども、項目ごとに進めていきたいと思いま

す。まず、情報共有です。 

西股委員長  ちょっと一ついいですか。気になるのが、一番最初の各種会議の公

開のところなんですが、黄色の段階では現段階での消したところで、本会議につい

ては傍聴者が増えてきていることからうんぬんと書いてあるんですが、赤のところ

では傍聴者が少ないという相反した形の答えになっていて、これは真逆なんだけど

もどのように捉えたらいいんでしょうか。 

それともう一つが、３番目の議会だよりの充実の中で、黄色の中では広報広聴は

大きく前進したと。今後の課題として、広報委員会の常任委員会化を考えていくこ

とが必要だと思うということで、前段は抜いたとしても、赤のほうでは常任委員会

化の検討ということが出ているんですが、この辺はどのように捉えたらいいのかな

というふうに思うのですが、これを書いた方はやはり前進したというイメージを持

っているんだろうけども、総体的に考えていってどうなんでしょうかということに

なると思うんですが。 

佐藤委員  まず、最初の本会議の傍聴者が少ないというまとめ方になったんです

けれども。 

議事係長  ちょっとこれは私がまとめた部分なんですけれども、実際に傍聴者が

増えている部分に関しては、一般質問の時は増えているのかもしれないんですけど

も、それ以外の部分に関する傍聴者は決して増えてはいないのではないかというよ

うなこともあって、ちょっと言葉が足りなかったのはあるのかもしれないんですけ

ど、ニュアンスとしてはそのような形で赤いほうに書きました。なので現実的に一

部をみれば確かに増えている部分はあるのかもしれないんですが、それでよければ

特にここは削るということでもいいのかなと思います。 

佐藤委員  これに関してどうでしょうか。本会議の傍聴者が少ないという中で、

今言われた御説明のとおり、一般質問の時には多いんですけれども、一般質問が終

わると皆さん帰ってしまうという意見があったということなんです。文章を変える

か、それともこのまま削除するという形でいいでしょうか。 

石川委員  この本会議で、実際に傍聴に来られる方というのは、議員のそういう

一般質問だとか、一般質問以外でも自分が関心のある条例制定だとか、部分的な予

算だとかその分だけであって、総体的にみるというのはなかなか、本当に当事者で

なければいることはないんじゃないかなと思うだけに、この流れというのはどうし

ようもないんじゃないかなと思うんですよね。やはりどこの町でも一般質問に対し

ては結構、どこの議会でも一般質問に対しては結構クローズアップして来てくださ

いという形で呼びかけもしているだけに、そこは致し方ないんじゃないかと思うの

で、書きあらわし方としてはこちら側の黄色の部分をそのまま赤に移すくらいの

形、もしくは取り上げなくても前からのことじゃないかなという感じがいたしま

す。 
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佐藤委員  今、そのような御意見がありました。 

湯本委員  技術的にだったらあれですけど、まず議員が評価したものをそのまま

素直に捉えて整理するというのが、やはり作業の基本だというふうに思います。で

すからここでは増えてきているということは、１段目もそうですし４段目でも傍聴

が増えたと思われるという感想を持っている方の意見があるので、それはそれとし

て、下のほうに反映するべきだというふうに思います。そしてその議論をする中で

今言われたようなことが深まっていけばいいのだろうというふうに思いますので、

ここの部分について若干ミスというふうに思いますので、書き方を変えた方がいい

なというふうに思います。 

佐藤委員  今、湯本委員のほうから、赤字で消えているところを素直に赤のライ

ンのほうに書いてはどうかという御意見がございました。そういう部分で、少しこ

ちらのほうで修正してよろしいでしょうか。 

側瀬議長  いや、載せることはないと思うけど。もううちもＹｏｕＴｕｂｅで公

開しているから、そのニーズまで把握もできないし、まだまだ多いと思うので。そ

のことを考えたらやっぱりおかしいから、削除で。 

佐藤委員  それでは、ここの部分の本会議の傍聴者が少ないというところは削除

させていただきます。２点目、広報広聴は大きく前進した。今後の課題として、広

報委員会の常任委員会化を考えていくことが必要と思うというところですけれど

も、これに関して御意見はありますか。 

石川委員  本当にここに書いてあるとおり、広報委員会はかつては本当に広報紙

の作成だけだったのが、今はもう広聴活動というような形でアンケートを取ったり

だとか、また先ほども説明があった議会報告懇談会の企画までするだとか、そうい

った形で結構事業量として増えているだけに、特別委員会ではなくて常任委員会と

いうふうな形の捉え方でやったほうが、もっと活動として活発になるんじゃないか

と思うし、その存在もそれなりに高まるんじゃないかなと思うんですけれども。 

熊木委員  これは私が書きました。ほかの人も書いたかもわかりませんけども、

それで今石川委員も言われたように、広報広聴となってからやはりすごく活動量の

ボリュームがあると思うんですよね。それで何らかの形で常任委員会というか、そ

ういう格上げというか、何かそういう形にしてはどうかと私は思って、ほかをちょ

っと調べたら、前に広報委員をやっていた時に、全道の広報委員会議とかがありま

したよね。そういう中でもそれが話題になったことがあって、常任委員会にしてい

る所も道内でたくさんではないんですけども、あったんですよね。だからそういう

のも検討していってはどうかという意味合いで書きました。 

佐藤委員  今このような御意見が２人から出ました。あと、ほかの方はないでし

ょうか。（なしの声） 

それでは、ここのところを課題のほうに載せていってよろしいでしょうか。（はい

の声） 

西股委員長  あと、その部分については十分中で協議してください。 

佐藤委員  そのほかに情報共有の中で、皆さん御意見ございませんか。ホームペ

ージの充実の中で、町民から使いづらいとの意見があるため全体的な検討が必要で
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あるとの御意見もございましたが、情報共有についてはよろしいですか。 

西股委員長  ちょっと一つだけ、左側のところで検討課題が出ているので、これ

もやはり少しは載せたほうがいいのかなと。デジタル化をこれから検討していくと

いう部分は、左側から右側にも載せておいたほうがいいんじゃないですかというこ

とです。 

佐藤委員  今そういう御意見がございましたので、赤のほうに移行していきたい

と思いますけれども、皆さんよろしいですか。 

石川委員  ５番目のことを指しているのかなと思いますけども、確かにデジタル

化は今後の課題というけども、まさに課題であるだけに、それを右側に移行したら

という話ですよね。確かにそれは言われるとおりだと思いますので、記載していた

だきたいと思います。 

佐藤委員  ほかに御意見はございますか。 

側瀬敏彦  あと、６番目防災無線だけど、防災無線が最適なんだけど、いつでも

使えるものではないから、初めからありきみたいな話はどうなのかなと。それはい

らないんじゃないのかなと。何でも使えると思っていたら大きな間違いだから。 

佐藤委員  では、ここのところの文章は訂正させていただきたいと思いますけれ

ども、皆さんよろしいですか。 

西股委員長  ちょっとあれなんだけど、今の６番目のところの上のほうで、町民

へのお知らせが弱いと思うという、この弱いというのがもう少し良い言葉がないん

だろうかと。 

佐藤委員  議会報告懇談会やしゃべり場など、議会主催の取組について、町民へ

のお知らせが弱いと思うという文章表現ですね。では、こちらのほうで文章を変え

ていきたいと思います。 

側瀬敏彦  広報の拡充とか、広めるという言葉にすればいいだけだから。 

佐藤委員  では、次は住民参加に移ってよろしいでしょうか。（はいの声） 

それでは住民参加が４項目です。本議会・委員会の傍聴推進、議会報告懇談会の

開催、議会評価提言者会議の実施です。 

西股委員長  すいません。一番最初の本会議の中で、広報活動の見直しや傍聴の

敷居を下げる取組が必要というのは、本会議と傍聴の推進の中ではちょっと話が違

わないかなと。 

側瀬議長  それとこの敷居と書いた議員がいるはずだから、その意味をちょっと

聞きたいんだけど。傍聴の敷居なんて、そんなものないと思うんだけど。 

石川委員  私が書いたかどうかちょっと定かではないんですけども、記憶があま

りないんですけど、とにかくここで言わんとしていることは傍聴にもっと来ていた

だくような形で、やはり議会に来にくいという感じがあるから、それを聞いていた

だくような形の取組をすべきじゃないかというふうに書いているんじゃないかとい

うふうに解釈します。 

加藤委員  自分も書いたかもしれないぐらいのものなんですけれども、おそらく

この文面から見るに、もっと気軽に来てほしいなという思いで自分が書いたかもし

れないです。ちょっと言葉を間違えたかなというのはあるので、修正をお願いした
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いです。 

側瀬議長  そうであれば、広聴活動の見直しや、傍聴の取組が必要という形で、

そういうふうに変えなかったら。敷居とかそんなものは何もないから。 

佐藤委員  今広聴活動の見直しや、傍聴者を増やす取組が必要という御意見もあ

りましたけれども、これでよろしいでしょうか。 

星委員  ちょっと前半の広聴活動の見直しというのはちょっとまた置いておい

て、広聴・傍聴というのは本議会への傍聴に気軽に来ていただけるような取組が必

要という解釈でいいのかなと。委員会・本議会を含め、気軽に傍聴に来ていただけ

るような取組が必要ということでいいのかなと。そして前半の広報活動の見直しと

いうのはまた別なほうの枠に移動するという、２つに分けてやったほうがいいかな

と思うんですけど。 

佐藤委員  ２つに分けてという御意見でしたが、どうでしょうか。皆さんよろし

いですか。（はいの声） 

ではそのようにこちらのほうで文言を修正させていただきます。 

側瀬議長  それより一番上のほうが問題ではないか。 

佐藤委員  一般質問だけの傍聴者が多い、本議会の内容は傍聴者にとって議案を

聞くだけなので、退屈という声を聞くという部分ですか。 

側瀬議長  これが提言者のほうから出てきたらそうかなと思うけど、議員が何で

こんなことを書くのかと。それだと傍聴者とかに何か喋ってもらう機会を与えると

か、そういうことなのかなという気がするんだけど、本来全然違うから。野次でも

何でも認めるのかという話になってしまうから、退屈だと言ってもこういうものな

んだから、これは仕方ない話だと思うので。 

（暫時休憩） 

 

佐藤委員  どうでしょうか。ここの文章において、このままでいいのかどうか。

これを出された方はぜひ御説明をお願いしたいと思いますけれども。 

側瀬議長  説明できなかったら、悪いけど切ってしまって。説明できないものは

どうにもならないから。 

佐藤委員  それではこちらのほうは削除してよろしいですか。（はいの声） 

赤い帯が付いたほうが評価提言者会議の中で出されて議論される内容になります

ので。 

西股委員長  ２つ目の議会懇談会等の部分で、しゃべり場の開催、懇談の回数、

しゃべり場とまた出てきていると。アンケートなど総合的にみて、必要な回数、時

期などの検証が必要だということなんですが、懇談の回数というか、懇談会の開催

回数というか、そこらをはっきりさせないと懇談というのはちょっと違うんじゃな

いかなと。やはりしゃべり場に力を入れるとなるとしゃべり場なんだけど、基本は

やはり議会報告懇談会なので。 

側瀬議長  まあ、しゃべり場は議員を知ってもらう場だから、報告懇談会の回数

とやればいいんじゃない。 

佐藤委員  ではこの前に、報告懇談会という形に変えさせていただきます。 
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側瀬議長  前のしゃべり場はいらないから。 

佐藤委員  ではしゃべり場の開催をカットして、報告懇談会の回数、しゃべり

場、アンケートなど、総合的にみて必要な回数、時期などの検証が必要ですか。 

側瀬議長  いや、報告懇談会の回数もいらないって。懇談会はあっていいけど、

後ろにまた回数が出てくるから。 

熊木委員  自分が書いたことに自分では責任を持っているつもりなので、私がこ

れを書いているわけではないです。それで言いたいのは、どういうふうに感じてこ

ういうふうに書いたのかなということを率直に疑問に思うんです。それで、回数と

か時期とかはその都度全体で協議しているはずなんですよね。この時期がいいかと

か、時間帯についてもどうだということを十分協議した上でみんなで合意して進め

てきていると私は思っているので、だからこういうふうに感じたのであれば、その

時点で発言すべきだと思うんですよね。だからそういうことがなくてこういう文書

になると、やはり議員の中での議員評価だから、そういうところでさっきのことで

もやはり温度差がこんなにあって、そのまま一緒に進めていくというところに何か

問題が生じるんじゃないかなというような感じを受けました。やはりこれからもま

たこの評価は続いていくので、しっかり個々人が出すものについては責任を持つと

いうことをしないとだめではないかなと感じます。 

側瀬議長  そのとおりなんだけど、だからなかなか私が書きましたという人がい

ないからこういうことになっているので。 

家塚委員  個々の議員の考え方はそれぞれあって当然だと思うんです。それは黄

色い部分に表現されてくるんだろうと。それを議運の中でも協議して、議会の評価

としてこちらの赤の部分があるので、この辺の考え方をきちんと皆さん持たない

と、何かごちゃごちゃになっていく感じを、今までの流れを見ているとそうなのか

なという思いがあります。前回の議運の時もそうでしたが、やはり表現に問題があ

るということで言わせていただきましたが、修正がかかってきているので、個々の

議員の思いは先ほどちょっと議長が言ったように真意がわからないから、それはそ

れで整理をつければいい話で、こちらの赤の部分は皆さんの合意の中で評価をして

ということで、そういう流れできちんと捉えたらどうですかね。 

佐藤委員  家塚委員のほうからそのような御意見が出されましたけれども、ほか

の方からは何か御意見ございますか。 

西股委員長  疑問点が出たら、皆さんからの意見をうまく吸い上げてまとめてい

っていただければいいだけの話なので。 

側瀬議長  どちらにしても、議員全体で出した答えなんだから、やはり疑問を持

ったらその人の真意を聞かないとわからないところがあるので。言葉遣いとかもあ

るからね。だからもう全体的にいいですかとやったらばらばら出てくるから、一つ

ずつ掘っていったほうがいいので。そして本当に議会として出していい問題かとい

うのは、みんなで決めていくと。そうしたら大分減ってしまうかもしれないけど。

逆に評価委員さんのほうからどうなんだと聞かれた時に、ちゃんと委員長が答えら

れたらいいんだけど。 

（暫時休憩） 
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佐藤委員  では、３番目もカットさせていただいてよろしいですか。（はいの声） 

側瀬議長  あとはポスターを作成するで、考えてはという表現にはならないか

ら。 

佐藤委員  関心を持ってもらうには目を引くようなポスターを作成するですか。

では、１番はそれでよろしいでしょうか。 

西股委員長  ちょっと聞きたいのが、傍聴者からの声を募集できるような取組と

いうことで出ているんですが、今アンケートをやっているのを知っていてこれを書

いたのかと。今実際に書いてもらって回収していたりもするので、だからこういう

ことを議会としてやっているんだけども、さらにここに出てくるというのであれば

違う形で声を集めるか何かということを考えたのかと。 

加藤委員  書いたのは僕なんですけれども、アンケートはアンケートで二十歳の

アンケートですとか、いろんな場面でやっていただいていて、具体的に何をという

案は持ち合わせていなかったんですけれども、例えば紙媒体だけではなくてデジタ

ルを利用したアンケートだとか、声の拾い上げ方の方法はまだまだあるのかなとい

う意味も含めてこのような書き方だったんですけれども。 

西股委員長  アンケートはアンケートで、それはやっているでしょう。それ以外

に生の声を聞くような形の何かを考えていくということですか。 

加藤委員  例えば、定例会が暫時休憩だとか終わった後に、ちょっと別室で議員

と話してみたりとか、何かもう少し直接的なやりとりというのもありかなと思う

し、その辺の取組の検討ですよね。そういう意味合いで書きました。 

側瀬議長  そう言われれば、違う文章なりにすればいいだけだから。だからそれ

でいけば、傍聴者からのさらなる声を聞き取るとか、そういう形にしたら。傍聴者

からの声を広聴できる取組とか。とりあえずこういう形で、次にいってまた２４日

までに直していくから。 

佐藤委員  ではこちらのほうで訂正させていただきます。 

次に議会懇談会・議会報告懇談会の開催です。開催日、開催時間帯などに工夫が

必要ということです。皆さん事前に読まれてきていると思うので、このままでいい

ですか。（はいの声） 

では２番はよろしいですね。それでは３番目、議会評価提言者会議の実施です。

これはこのままでよろしいでしょうか。 

西股委員長  ちょっとこれも頭のところで、発言が出にくい雰囲気があるという

ような表現をしているというのは。 

石川委員  確か私が書いたような記憶があるですけども、今ずらっと議員１１名

と提言者が並んだ形で対面式でやっていて、それはそれでいいんでしょうけども、

時にはグループ単位で意見を出すような、まさに議会報告懇談会ではないけども、

小グループのワークショップ形式での会合や懇談をやるだとか、そういった工夫も

必要ではないかなということで、そんな意味を持って書いたところであったんです

けれどもね。それ以外に、ワークショップ形式でというような形で書かせていただ

きました。 

西股委員長  であれば、発言が出にくい雰囲気にあるという言葉を抜いてしまっ
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たほうがいいのかなと。それを評価提言者の皆さんの前に出すのが良いのか悪いの

かという話なんです。 

石川委員  消していいです。 

佐藤委員  それではここの発言が出にくい雰囲気があるというところだけを削除

してよろしいでしょうか。そして提言者との会議は何かテーマを持って意見を出し

合うとか、ワークショップ形式で懇談する工夫が必要だという形に変えさせていた

だいてよろしいですか。（はいの声） 

あとは３番に対しては、評価シート以外にも提言いただくため、意見書や提言の

機会を増やす検討をということで、これはこのままでよろしいでしょうか。（はいの

声） 

それでは４番目に移ります。町民の意見聴取・意見反映です。これについて何か

ありますか。（なしの声） 

では進めます。それでは議会機能強化のほうの、一般質問・質疑の中の３点で

す。 

側瀬議長  うちは時間でやっていないから。悪いけど回数でやっているから、こ

の辺がどうなのかなと思って、議員がちょっと理解していないのか。 

佐藤委員  今のお話でしたけれども、時間の問題ではなくというところを削除し

て、質問が十分に意見がかみ合うかが重要だと思うという形に変えさせていただい

てよろしいですか。では１番の一般質問のほうはこれでよろしいですか。 

西股委員長  でもこれ、反問権というのは町長が持っている訳だから、こっちか

らではないので。だからここで反問権と書いているのはおかしい話ですからね。 

佐藤委員  では、反問権があるのだからというところを削除させていただいてよ

ろしいですか。（はいの声） 

では次に２番、議員間討議です。継続するテーマを設けての討議が必要、限られ

た議員の発言となり、全員が発言できるような環境を整える必要があるとあります

が、どうでしょうか。よろしいですか。（はいの声） 

それでは３番目、委員会の充実・強化の４点です。 

石川委員  一番上の、計画的に何を行うかの点について各委員会とも欠けている

のではという部分で、ある程度年度当初に今年度はこんなことをやりますというこ

とでそれに基づいてやっていると思うので、何か行き当たりでやっているような感

じで思われるのは心外だなと思います。 

佐藤委員  どうですか。ないということであれば、ここは削除したほうがいいと

いう形でよろしいですか。（はいの声） 

ではここは削除させていただきます。それでは３番目はよろしいですね。 

家塚委員  ２番目のさらに充実に向けて検討を進めていくべきではないかという

ところなんですが、これがちょっと何か意味が一つ取れないのかなということで、

もし書いた方がいれば聞かせてもらえばと思います。 

加藤委員  委員会の充実強化ということで、今見た時に、ちょっとこれも書く欄

が違うのかなと。内容的には、本会議ではこういうことはまだ難しいのかなと思う

んですけれども、委員会レベルで先にこういう取組を進めていくことができれば、
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例えばオンラインでの出席をもっとハードルなく行えるような環境づくりですと

か、妊娠や障がい、病気も内容によるかと思うんですけれども、出席したいのにし

づらいというものを解消していくことというのを、ここにも書いたんですけれども

なり手不足への対策にもなるし、出席者が欠けることもなく委員会をやっていくの

が充実につながるのかなと思って、こういう文章になりました。 

家塚委員  今はオンライン会議でやるだとかそういう手法は当然あるので、そう

いう思いも込めてということであれば、またちょっとほかのところで出てくるのか

なという感じはしたんですが、ここでは委員会の充実強化なので、もう少し今の体

制を強化していくだとか、その強化の中には当然回数が増えたりということも然り

かなと思うんだけども、そういう項目なのでちょっと言われているものはここには

ちょっとそぐわないかなという感じはしたのですが。 

側瀬議長  いや、今議会でももうまず条例化していかなかったら、すぐ入れない

から。それは今やっていると思うんだけど、それは進んでいるから。感染症になっ

た場合はやはり出られないから、だからそのためにはオンライン化するというスタ

イルで、まず条例化して、あとは今機械がいるから。それが今国からの補助で出て

くるから、その時に整えようという、そこまでの話になっているから。 

西股委員長  とりあえずこれは１１番の関係例規・運営基準等の見直し・議会活

性化の見直しという部分に移行すればいいと思います。 

加藤委員  それでお願いします。 

佐藤委員  ここの２番目の部分を１１番のほうに移行するという形にさせていた

だきたいと思いますけれども、それでよろしいでしょうか。（はいの声） 

あとは３番目はよろしいですか。 

西股委員長  ちょっと一つわからないんですけれども、外部からの評価に対して

の成果を具体的に示すことができなかったとあるんだけども、この外部評価という

のは、何の誰が評価した部分なんですか。 

側瀬議長  評価委員という意味じゃないかと自分は思っているんだけど。 

 

（暫時休憩） 

 

佐藤委員  では、これはこのままでいきたいと思います。あとはないですね。（な

しの声） 

それでは４番目、議会の評価・外部評価です。評価委員会からの意見を聞く機会

を増やすことも必要では、個別議員との懇談など、また外部評価の実施を検討とい

う御意見が出ております。これに対しては。（なしの声） 

それでは５番目、政策提案・政策提言の中で１項目にまとめられました。政策提

案・政策提言は率先して進めることが必要。このままなんですけど、よろしいです

か。（はいの声） 

では６番目、議員研修会の実施です。今後議員研修会の実施を計画しており、成

果を発揮するところまでつなげたい。政務調査費の活用があまり進んでいないよう

に思うなどとあります。これはこのまま残して大丈夫でしょうか。（はいの声） 
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それでは７番目、議会図書室の充実です。図書の設置場所を検討しては、図書室

が事務局にあることもあり一般に入りやすくはない。この文章で何かございます

か。 

側瀬議長  ほかの議会の図書というのは見ていないからわからないと思うけど、

事務局が全部管理しているから。逆に言ったらもう鍵までかかっていて、うちはオ

ープンにしていて事務局を通して入っているから場所は悪いんだけど、ほかにも考

えたけどちょっと庁舎を増設する以外ないので。そして図書室を管理するのは事務

局だから、事務局の前は絶対通っていかなかったらだめだから。大変かもしれない

けど借りられるから、そういうことを考えたら議員からこういう書き方をしたらち

ょっとおかしいかなとは思っているんだけど。もっと理解してもらえばいいので。 

佐藤委員 では、これはいいですか。（はいの声） 

それでは８番目、議会事務局体制の充実・強化です。 

西股委員長  ここの中で要点筆記はしたほうがいいんじゃないかという話なんで

すが、一番問題になっているのは話が混線してしまって議事録がつくりにくい状況

にあるということなので、ここをやはり改めていかなければならないというのが一

番だと思います。だから要点筆記にするからうんぬんではなくて、そこのところを

改めるだけでも大分労力は楽になるのかなと。作業が軽減されると思いますので、

そこらをみんなでちょっと振り返りながらやっていただきたいなと。 

側瀬議長  だけどそういう話じゃないんだって。議会は議論の府だから。それを

みんな大人びて物事を論議しなきゃならないのに、そういうのを心がけるまではい

いけど、それを言ったら議会がなあなあで終わってしまうという話だから。 

西股委員長  だからある程度は指示に従って発言するような形にしていかない

と、やはり混線してしまうので。 

佐藤委員  今の文言を中に入れていったほうがいいということでしょうか。特に

入れなくてもいいですか、意識だけ持ってもらえば。（はいの声） 

それでは皆さん意識をしっかり持ってください。（はいの声） 

９番目、他の議会との交流・連携の３点です。 

側瀬議長  ３番目はいらないから。向こうは視察に来て交流に来ているわけでは

ないから、喋れる何でもないし。議会に対して来たものはこれもできるけど。 

佐藤委員  それでは３番の、多くの町外から視察に来ていることを考えるととい

う部分は削除させていただきます。それでは１０番に移ってよろしいですか。（はい

の声） 

議会の防災・災害等の対応です。大災害時対応マニュアルの検証は必要。これは

このままでよろしいですね。（はいの声） 

それでは１１番、関係例規・運営基準等の見直し、議会活性化の見直しです。こ

こに出ているのは請願に対する対応等の例規の確認が必要とあります。これに先ほ

どの３番のものを付け加えたいと思っております。 

側瀬議長  これは請願ばかりじゃなくて意見書も全部含めてでないと、ちょっと

意味が合わないから。たまたま今回請願を行ったけど。 

（暫時休憩） 
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佐藤委員  では意見書、要請、請願に対するという形ですね。あとはここの部分

はよろしいですか。（はいの声） 

それでは１２番の、議会基本条例による取組です。皆さんたくさん書いていただ

いていたのですが、この基本条例の見直しは毎年議運で検証する必要はあると思う

ということでまとめさせていただきましたが、もっとほかの部分を入れたほうがい

いと思うようなところがありましたら。 

側瀬議長  基本条例に従ってやっているから、これはこのままでいいんじゃな

い。 

西股委員長  見直しは毎年あれなんだけども、見直しという言葉は入れなくても

いいんじゃないかなと。基本条例は毎年議運で検証する必要があるんだと。見直し

ありきではないと。 

佐藤委員  では、基本条例は毎年議運で検証する必要があると思うという形に変

えさせていただきたいと思います。 

以上で評価シートのまとめをさせていただきました。皆さんから先ほど出た、訂

正したり文章を変えたりするところを訂正しまして、もう一度ＬＩＮＥＷＯＲＫＳ

のほうで提言者会議前にお送りしたいと思いますので、御了承願いたいと思いま

す。評価シートのほうなんですが、全般的にこれでよろしいですか。（はいの声） 

それでは、２月２５日の議会評価提言者会議の内容なんですが、皆様の御手元に

資料があると思うんですけれども、２番目にある開会挨拶は私のほうからさせてい

ただきます。それと３番目に、議会評価シートの説明をさせていただきまして、４

番目に質疑応答、５番目に意見交換、そして閉会としたいと思います。閉会の時間

は５時頃を予定しております。評価提言者会議終了後、同じ会場で会食ということ

で、お弁当を用意しておりますので会食をさせていただきたいと思っております。

流れはこういう形になっておりますが、何か御質問ございますか。 

側瀬議長  評価委員がその日で終わりなんだけど、何かイベントはないんです

か。ないということは、謝礼を渡すという意味の部分が抜けているので。 

佐藤委員  粗品を贈呈させていただきたいと思っております。意見交換のあとで

すね。あとはよろしいでしょうか。 

西股委員長  ちょっと先に皆さんにお諮りさせていただきます。今１１時３５分

でございます。ここで５分くらい休憩した後で続けてやるのですが、１２時を過ぎ

てもそのまま続行するということでよろしいでしょうか。（はいの声） 

それでは、１１時４０分まで休憩します。 

（午前１１時３５分） 

（午前１１時４０分） 

（６）その他 

西股委員長  それでは休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

しゃべり場の関係について、佐藤委員からお願いします。 

佐藤委員  今回第３回目のしゃべり場を開催させていただきます。皆さんの御手

元に議員としゃべり場の資料があるんですけれども、その一番後ろです。３月２６
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日１０時から１５時まで、午前と午後でやります。それで、午前のキャップは石川

議員で、担当が星議員、加藤議員、家塚議員の３名で行います。昼からは熊木議員

がキャップで、高橋議員、細川議員というメンバーでさせていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

今日は十分に御理解されているとは思うんですけれども、これまで２回しゃべり

場をやって、様々な方が参加されました。そこで再確認ということでさせていただ

きたいのですが、このしゃべり場の実施方法について、８番の回答です。町民から

出された意見に関する回答については、行政がやるべきことか、議会がやること

か、第三者がやるべきことかを分けて考える必要があるため、行政や第三者がやる

べきことは議会として回答できないということを念頭に回答すること。また、議会

としてやるべきことでも綿密な協議などを要することもあるので、なるべく即答し

ないようにすること。回答する場合はあくまで個人の見解であることを申し添える

ことということで、これに対してはもう皆さん十分に御理解してやっていただいて

いると思うんですけれども、あくまで個人として責任を持って対応してくださいと

いう意味でございますので、ぜひともここで再確認させていただきたいと思ってお

ります。その中で、今までしゃべり場で対応してきた中で、皆様方の中で何か御意

見などがございましたらお聞きしたいと思います。 

高橋委員  頼ってはだめなところもあると思うんですけど、前回のしゃべり場で

割と議論というか、討論になった時もあったんですよね。それで熊木さんもいらっ

しゃったんですけど、どちらかというとその時に議長か副議長が側にいてくれると

助かるんですけど、あの時はいなかったんですよね。なので頼ってはだめなことは

わかっているんですけど、結構重たい問題だったというところもあって、もちろん

即答はしなかったんですけど、いてくれると助かるなという部分は前回ちょっと感

じたところです。 

側瀬議長  いや、自分もいて、自分が話した時にはもう相手が話さないから、そ

していなくなると話したんだよね。相手も人を選んでいたんだと思うけど、ああい

うことはめったにないと思うので。 

西股委員長  ほかに御意見等はありませんか。 

側瀬議長  あと、これは１日かけて全員出ているから、今回のものをみて人数を

減らしてはどうかと。やはり２人なら２人でもう対応してもらって、そういう形に

なっていったほうがいいなと。ほかの町を見ていてもそう思うので。これだけ出て

いったら議員懇談会なんだか何か訳が分からなくなってしまうから。 

佐藤委員  今の御意見を参考にしまして、今期は場所の問題もそうなんですけれ

ども、やってみないとやはりわからなかったという部分もございますので、また新

年度にしゃべり場の形を本当にどういうふうにしていこうかということで、もう一

度議運のほうでも議論して、また皆様のほうにも御意見をお聞きしながら進めてい

きたいと思います。しゃべり場に関してはキャップがいるんですけれども、アドバ

イザーもおりますので、そこのところをしっかりアドバイザーの方はよろしくお願

いいたします。 

西股委員長  ある程度時間配分を、当初言っていたのが１組１５分だとか、人が
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いないからということで長くなるんだけども、そこらのうまい配分というか、そう

いうことをやっていかないと次に固まってきた時に待たせるような結果にもつなが

るので、その辺をうまく仕切るような形を組んでいかないといけないと思います。 

佐藤委員  今、１組何分という形で決められていて、今のところは特段沢山人が

いて待たせてしまっているという状況ではないんですけれども、今回の３回目をみ

てどのような状況になるか、そこもちょっと考慮しながらまた議論していきたいな

というふうに思います。今の御意見を参考にしながら進めていきたいと思います。 

側瀬議長  それと大事なのが、１人対応の時があるけどそれはだめだから、２人

で必ず対応しないと。言った、言わないとなったら後からどうしようもない話なの

で、この辺だけは気をつけてください。 

西股委員長  ほかになければ、この件は終結させてもらいますがよろしいでしょ

うか。（はいの声） 

それでは先ほど大変失礼なことをしまして、報告事項の一部事務組合が抜けてお

りました。長幌は何かありますか。 

側瀬議長  ２６日に定例会があって、前回は企業長が変わったので、この次は議

長が変わるので。今度は南幌が議長になるので、その辺も仕分けしてあるので対応

をお願いしたいと。目立った事業というのは今回はないみたいだけど、令和８年の

水の料金改定までの準備が令和７年に行われるということで、そういうのはやはり

第三者機関やいろんな形で審議するので、その内容が今付託されるんじゃないかな

と予測されるんだけども、その中で飲料水の水の単価というか、そういうものが変

わってくる審議に入ってくるということで御理解をしていただきたいと思います。 

西股委員長  では続きまして、消防は。 

家塚委員  南空知消防組合の定例議会ですが、第１回が２月１７日に開催してい

ます。西股議員、細川議員、私の３名で出席をしました。議案は職員の給与と寒冷

地手当の一部条例改正で、これは専決処分で行っています。それと令和６年度の補

正予算、令和７年度の会計予算ともう１点が条例関係ですが、刑法等の一部改正に

伴っての法律施行に係る条例の関係部分の改正がありました。いずれも原案どおり

の可決ということです。以上です。 

西股委員長  続きまして、葬斎組合は。 

加藤委員  葬斎組合は２６日に行います。 

西股委員長  続きまして、公衆衛生は。 

細川委員  公衆衛生組合は明日定例会を開催予定で、内容は補正予算、それと７

年の会計予算がありまして、主な大きな事業等はないというように聞いています。

そして終わってから議員懇談会ということで、各町の問題点等を打ち合わせするよ

うなことを考えております。以上です。 

西股委員長  次に道央廃棄は。 

側瀬議長  道央廃棄は、今日３時半から長沼で定例会議があります。事前説明が

あって、内容的には売電、電気を起こしている分が当初より上がったということで

各町の負担金が若干下がったということで理解していただきたいと思います。詳し

い内容はまた今日の定例会でわかるということで。 
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西股委員長  それでは次に、アンケートについてお願いします。 

細川委員  二十歳のアンケートの関係ですが、皆さんの御手元のほうに資料をお

配りしていると思うんですけれども、今回回答が５件しかなかったということでち

ょっと残念な結果になったんですけれども、今後また回収の仕方を検討しなければ

ならないなと。今回は５件とも全てＱＲコードで読み取った電子回答の方だけでし

たので、紙の回答の方はいなかったということで、次回いろいろ検討したいと思い

ます。以上です。 

西股委員長  次に事務局からお願いします。 

議事係長  事務局から何点かございます。まず１点目ですが、３月１２日に中学

校の卒業式、３月１９日に小学校の卒業式がそれぞれありまして、その出欠報告の

関係になります。３月１９日は佐藤議員が出られないと確認していたんですが、そ

れ以外で出られない方がいらっしゃいましたら今聞きたいなと思います。（なしの

声） 

それでは２点目なんですけど、一般質問の関係です。２月２５日が締切なんです

が、諸々の都合で２月２０日にできればお願いしたいというお話をさせていただい

ていたんですけれども、明日の午前中に側瀬議長が葬儀に参列することになりまし

た。それで局長が送迎の関係で午前中に抜けるものですから、一般質問の関係の受

付は明日の午後に集中してお願いしたいなと思っておりますので、一般質問を考え

ている方はこの後に残っていただいて、何時くらいに来られるかとか、そういった

お話をしたほうがいいのかなと思いまして、お時間をいただきたいと思っていま

す。 

最後ですが、２月２５日の提言者の関係は、佐藤議員から先ほどお話があったん

ですけれども、お弁当のお金を当日会議が始まる前に皆さんから集めたいと思いま

すので、よろしくお願いします。連絡は以上となります。 

西股委員長  よろしいでしょうか。 

細川委員  先ほど懇談会の関係で一つ言い忘れたことがありまして、町の資料の

ほうで、新しい事業については私のほうでまとめたんですけれども、一応町のほう

に確認を取ってもしかしたら変更になる部分があるかもしれませんけども、その辺

は御了承いただきたいと思いますのでお願いいたします。 

西股委員長  よろしいでしょうか。（はいの声） 

では最後なんですが、改選というか、委員会の意向調査をしていきたいと思いま

す。これは任期を２年にしたということにあわせまして、今回皆さんから意向調査

をした上で進めていこうということでございます。これに当たりまして議長のほう

から一言お願いいたします。 

側瀬議長  意向調査だからそのとおりになるという話にはならないので、皆さん

方も極力協力していただきたいと思いますし、思いは思いで受け取って割り振りを

していきたいなと。それで先輩や後輩という話や、経験があるとかないという話に

ならないように、そしてちょっと訳があって星さんだけはこのまま残ってもらわな

ければ職業柄いろいろ問題があるものですから、これだけは皆さん方も理解してい

ただきたいなと思います。あとは皆さん４年ではなくて２年の中で、各自行きたい
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ところを書いていただければいいと思っているので、お願いをしたいと思います。

その中で上のほうの役も変わったりいろんなこともあると思うんですけど、その辺

のことも理解をしていただいて、この４年の中でみんな一人前になっていただきた

いなと、即戦力になっていただきたいなというように思っています。自分はこっち

にいたいと思っても、やはりそっちも勉強しなければならないというものがあるの

で、その辺を含めてオールマイティの議員になっていただきたいなと思っていま

す。私としてはそう思っているので、皆さん方もどうしても私はやはりここでずっ

とやりたいというのもまだ一つありきだと思うので、最終的には三役とはいわない

んですけども、その中でちょっと検討させてもらって、まず打診をしてから物事を

進めていきたいと思っています。それで定例会が終わると寸前にそういうことにな

るという形で、産経のほうではもう来年の事業も進行の部分も委員長が書いてくれ

たんだけども、新たな人になるとまた変わってくると思うのでその辺を参考にし

て、今、報告の部分で本当は６月にまち特で中間発表してもらうんだけども、それ

まで今この２年ということで、もう早急に急いでいる面もあったものでいろいろと

皆さん方も大変だと思うんだけども、そのことを含めながら総務産経、またもしか

したら広報委員のほうも変わっていくだろうと思うので、その辺も含めてしっかり

と検討して書いていただければというふうに思っています。 

西股委員長  これは今月いっぱいまでに事務局のほうに出しておいていただけれ

ばというふうに思います。今日ではなくても結構です。 

それでは以上で終了させてもらってよろしいでしょうか。（はいの声） 

お疲れさまでした。 

 

（午後 ０時０２分 終了） 


